
２−４ フォーム１：主旋律型
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主旋律型の特徴

ホーンセクション全体で単一のメロディを演奏するフォーム。３管や４管などの小
規模な編成では、ホーン全体が同一のモーションをすることが多くなるが、主旋律
型は、その中で最もシンプルかつオーソドックスな演奏形態。
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主旋律型アレンジのポイント

① イントロや間奏などメインメロが無い場所で使う

✓ ヴォーカルなどのメインメロが無い場所で用いるのが基本

✓ とくにイントロではホーンを用いることで楽曲全体の印象が華やぐのでオススメ

② 軽快で歯切れのよいフレーズを心がける

✓ ホーンアレンジのキモは「軽快で歯切れの良いフレーズ」

✓ マルカート＆スタッカートを多用したフレーズを心がけよう

③ 基本は全パートユニゾン、ポイントでコードボイシングを

✓ 原則として全パートユニゾン（オクターブユニゾン含む）で構成すると良い

✓ 最後のキメなど、ここぞというところではコードボイシングを用いるのもアリ
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主旋律型アレンジの手順

①メロディを1st Tpで打ち込む

②2nd Tp、Sax、Tbをユニゾンボイシングする

③必要に応じてコードボイシングを挿入
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① メロディを1st Tpで打ち込む

まずは1st Tpにメロディを打ち込んでいく。マルカートやスタッカートを効果的に取
り入れた、躍動感あふれるメロディを心がけよう。
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② 2nd Tp、Sax、Tbをユニゾンボイシングする

1st Tpに打ち込んだデータを、2nd Tp、Sax、Tbにコピペし、ユニゾンボイシングで
配置していく。
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③ 必要に応じてコードボイシングを挿入

フレーズのキメ部分など、より華やかにしたいポイントを選んでコードボイシングを
入れてみるのもよい。
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